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◇ 教職員1 Ａ 100% 67% 33% 0% 0%

生徒1 Ａ 84% 33% 51% 14% 1%

◆ 保護者1 Ａ 100% 54% 46% 0% 0%

地域1 Ａ 100% 67% 33% 0% 0%

◇ 教職員1 Ａ 100% 56% 44% 0% 0%

生徒1 Ａ 95% 43% 52% 5% 0%

◆ 保護者1 Ａ 100% 59% 41% 0% 0%

地域1 Ａ 100% 81% 19% 0% 0%

◇ 教職員2 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

保護者2 Ａ 95% 27% 68% 5% 0%

◆ 地域2 Ａ 100% 48% 52% 0% 0%

◇ 教職員2 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

保護者2 Ａ 87% 22% 65% 10% 2%

◆ 地域2 Ａ 100% 62% 38% 0% 0%

◇ 教職員3 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

保護者２ Ａ 95% 27% 68% 5% 0%

◆ 地域２ Ａ 100% 48% 52% 0% 0%

◇ 教職員3 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

保護者２ Ａ 87% 22% 65% 10% 2%

◆ 地域２ Ａ 100% 62% 38% 0% 0%

◇ 教職員4 Ａ 100% 33% 67% 0% 0%

保護者３ Ａ 86% 27% 59% 10% 5%

◆ 地域３ Ａ 100% 63% 37% 0% 0%

◇ 教職員4 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

保護者３ Ｂ 74% 27% 47% 24% 2%

◆ 地域３ Ａ 100% 77% 23% 0% 0%

愛南町立一本松中学校

中間期回答率（生徒：57/58（99%）、保護者：41/55（75%）、評価委員：27/31（87%）、教職員：9/9（100%）） 回答率（生徒：54/58（93%）、保護者：49/55（89%）、評価委員：26/31（84%）、教職員：9/9（100%））

　すべての評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。今年度も、「レジェンド交流会」や職場
体験学習等を問題なく実施できたことが良好な評価につながったと推測できる。

　今後も地域コーディネーターや学校運営協議会の協力を得て、地域人材の活用に努める。そし
て、各教科の学習においても、多様な外部人材を活用した教育を推進していく。

　アンケートでは、地域の先輩から直接話を聞く「レジェンド交流会」の有効性や、生徒が地域の行
事やボランティアへ積極的に参加し、地域貢献している姿が高く評価されている。

　今後も地域コーディネーターや学校運営協議会の協力を得て、地域人材の活用に努める。そし
て、各教科の学習においても、多様な外部人材を活用した教育を推進していく。

　すべての評価者が肯定しているため、A評価とした。地域に開かれた学校づくりの実現に向け
て、多くの皆様に御来校いただけるように取り組んでいることが高評価につながっていると考え
る。引き続き、地域や保護者の声を学校行事に反映していく。

　学校運営協議会やすべての評価者の意見を真摯に受け止め、今後も保護者や地域の方に喜
んでいただける学校行事を開催していく。また、合同運動会の開催時期について、地域・保護者の
みなさんの意見を参考にさせていただく。

　中間期に引き続き高い評価を得ることができた。しかし、保護者の一部には期待通りの学校運
営ができていないとの意見もあった。この結果を真摯に受け止めて、今後も学校行事等の計画・
実施を行っていく。

　地域との連携体制は非常に強固であり、学校運営における大きな強みとなっている。課題とし
て、小中合同運動会の開催時期について、地域・保護者のみなさんの意見を参考にさせていただ
き、できる限り誰もが気持ちよく学校運営に協力できる体制づくりをしていく。

　すべての評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。しかし、昨年度まで評価が低かった
「家庭学習」の充実については、今年度もどの評価者も低評価だったため、新しい取組が必要だと
考えている。学校全体で組織的に取り組んでいきたい。

・職場体験学習は３年生での実施ではあるが、学校としての取組の姿勢が伺える。その姿勢に地域（事業所）が応え
るという良い構図になっていると思う。
・職場体験学習において、自己紹介カードのようなものを一本松中学校でも作成してほしい。
・運動会の種目にもっと保護者や地域住民が参加できるものを元のように増やしてもいいのではないか。

・職場体験学習を実施するにあたり、各事業所が趣旨をよく理解し、受け入れていただいていることに感謝します。今後も継続していただき、
地域の方々と交流する機会を大切にしてほしい。
・レジェンド交流会では、様々な職種の方々の話が聞けて、生徒たちの将来の選択肢が増える活動となっている。回を増すごとに、人選が難
しくなるのではないか。講演していただいた方のところに行って、体験学習ができるようにしてもいいかも。
・合同運動会の種目の中に、防災に関するものを入れて、小中学生と大人とが一緒にできるものにしていただきたい。

学校の対応

Ａ

項目 重点目標 評価指標及び目標値（※）　 評価 

・　地域の思いを反映させて、学校行事の計画・実施に取り組む。
※　教職員・保護者・地域住民の８割が肯定

(4)　情報の積極的な発
信・受信

・　学校の取組や生徒の様子を、積極的に発信したり受信したりする。
※　教職員・保護者・地域住民の８割が肯定

・　地域人材や地域の教育的資源等を生かした教育活動の充実に取り組む。
※　教職員・生徒・保護者・地域住民の８割が肯定

(1)　地域を生かした教
育活動の充実

(2)　地域の思いを反映
させた学校運営

(3)　学校評価を踏まえ
た教育活動の充実・改
善

一
　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

学校運営協議会所見

・　学校評価の結果を踏まえて、教育活動の充実・改善に努める。
※　教職員・保護者・地域住民の８割が肯定

後
期

前
期

考察（◇）及び改善方策（◆）

Ａ

Ａ

Ａ

　学校運営協議会やすべての評価者の意見を真摯に受け止め、学校評価の結果が教育活動全
体によい方向へと生かすことができるように、より教育活動の充実・改善に努めていく。

　地域住民の学校評価委員から両期とも高評価を得ていることは、学校の開かれた姿勢や、学校
行事・地域連携を通じた情報発信ができていると言える。今後も地域にとって「期待に応えてくれる
学校」であると言えるように努めていきたい。

Ａ

前
期

後
期

・一中レジェンド講演会は、地域とともにあり、地域の先輩に学ぶよい機会となっている。地域とともにある学校づく
りにつながっていると思うので、継続していき、より良い活動へと発展していきたい。
・地域コーディネーターが、「地域と学校のつなぎ役」というスタンスで尽力していただいていて、大変ありがたい。
・職場体験学習については、事業所の方々の意見を次年度に生かし、より充実させていきたい。

・地域の事業所の方々の深いご理解に支えられている現状を維持しつつ、さらに交流の質を高めていく。
・学校運営協議会と連携し、卒業生や地域住民の中から多様な職種の方をリストアップし、計画的に依頼できる体制を整えたい。ま
た、地域内に限定せず、遠方のレジェンド（出身者等）とオンラインで繋ぐことで、人選の幅を広げつつ、対面での体験活動と組み合
わせていきたい。
・小・中・地域が一体となって防災意識を高めるための具体的なプログラムを検討したい。

　保護者の肯定率87％は決して低いわけではないが、他の評価者との差が生じているため、学校
側が改善した内容が、保護者が個別に抱いている細かな要望や、学習・生活面での具体的な課
題解決にまで至ってなかったりすると考えられるため、継続して連携・協力体制を図っていく。

　すべての評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。しかし、定期的に各種便りを楽しみに
している保護者や地域の皆様に満足していただけるように情報発信していかなければならないと
感じている。

　今後も継続して学校ホームページの更新をしていくことと、積極的に地域へ出向き情報収集した
り情報交換したりすることができる機会を設けていく。

令和７年度　　学校評価　自己評価表（年度末） 【評価基準】　Ａ：目標達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満

評価資料 個別評価
肯定率
　４＋３

アンケート結果（％）

Ａ

　全体としてはA評価だが、この結果は、「ホームページの更新頻度」や「各種通信の発行」に関す
る具体的な要望と関連していると考えられ、評価結果に基づく改善プロセスそのものが保護者に
十分に伝わっていない可能性を示唆している。

　学校だよりである「一中通信」の分かりやすさが高く評価される一方、保護者からは「学校ホーム
ページの更新頻度を上げてほしい」「その他の通信の発行を増やしてほしい」といった、より頻繁で
詳細な情報発信を心掛けていきたい。

Ａ

Ａ



◇ 教職員５ Ａ 100% 33% 67% 0% 0%

生徒２ Ａ 99% 53% 46% 1% 0%

◆ 保護者４ Ａ 88% 29% 59% 12% 0%

地域4,5 Ａ 100% 72% 28% 0% 0%

◇ 教職員５ Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒２ Ａ 98% 67% 31% 2% 0%

◆ 保護者４ Ａ 94% 35% 59% 4% 2%

地域4,5 Ａ 97% 64% 33% 3% 0%

◇ 教職員６ Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

生徒３ Ａ 96% 49% 47% 4% 0%

◆ 保護者５ Ａ 85% 12% 73% 15% 0%

◇ 教職員６ Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

生徒３ Ａ 98% 44% 54% 2% 0%

◆ 保護者５ Ａ 80% 16% 64% 18% 2%

◇ 教職員7 Ａ 100% 67% 33% 0% 0%

◆

◇ 教職員7 Ａ 100% 33% 67% 0% 0%

◆

◇ 教職員8 Ａ 89% 33% 56% 11% 0%

生徒４ Ａ 86% 53% 33% 11% 3%

◆ 保護者６ Ｂ 78% 15% 63% 20% 2%

◇ 教職員8 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒４ Ａ 87% 50% 37% 11% 2%

◆ 保護者６ Ａ 88% 24% 64% 12% 0%

◇ 生徒５ Ａ 83% 37% 46% 17% 0%

保護者7 Ｂ 76% 17% 59% 24% 0%

◆

◇ 生徒５ Ａ 83% 37% 46% 11% 6%

保護者7 Ｂ 74% 20% 54% 24% 2%

◆

◇ 教職員９ Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

生徒６ Ａ 97% 58% 39% 3% 0%

◆ 保護者８ Ａ 86% 15% 71% 12% 2%

◇ 教職員９ Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

生徒６ Ａ 96% 50% 46% 4% 0%

◆ 保護者８ Ｂ 78% 14% 64% 20% 2%

◇ 教職員10 Ａ 100% 67% 33% 0% 0%

◆

・　情報モラルに関する学習に積極的に取り組む。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

・　生徒の悩みや願いを早期に把握し、迅速に対応する。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

前
期

後
期

Ａ

Ａ

Ａ

・「楽しく学校生活をおくっている」の肯定生徒がほぼ100％というのはすばらしいことと思う。
・SNSやゲーム等の行い方、それに伴う就寝時刻の深夜化などを心配される保護者が多いのではな
いだろうか。

(5)　基本的な生活習慣
の定着

(4)　情報モラルに関す
る学習の充実

学校運営協議会所見

二
　
生
徒
指
導
の
徹
底
と
健
全
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・　生徒の健全育成に向けて、全教職員が情報を共有し、組織的に対応する。
※　教職員の８割が肯定

・　「早寝・早起き・朝ご飯」の生活習慣を定着させる。
※　生徒・保護者の８割が肯定

(3)  情報共有と組織的
対応の推進

・　生徒は、楽しく学校生活を送っている。
※　教職員・生徒・保護者・地域住民の８割が肯定

(2)　積極的な生徒指導
の推進

・　生徒との信頼関係を築き、いじめ・不登校の未然防止と早期発見に努め
る。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

(1)　安心して過ごせる
学校づくり

Ａ

  今後も定期的な学校生活アンケートや教育相談を行い、生徒理解と事故等の未然防止・問題の
早期発見に努めていきたい。

　教職員や生徒の評価は高かったが、保護者の中には『あゆみ』指導が不十分であると考えられ
たり、迅速な対応が不十分だと感じていたりすることが考えられる。

　引き続き、学校生活アンケートや『あゆみ』等で得た生徒の思いや願いに対して、丁寧でかつ迅
速な対応を行っていく。また、スクールカウンセラーの利活用に努めていく。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

　教職員、生徒の８割以上が肯定しており、A評価とした。各教科での指導の徹底が高い評価につながっていると
考える。また、関係機関を活用した「情報モラル教室」は、生徒の意識向上に、大いに役立っている。

　インターネットの活用が当たり前の時代、生徒に情報モラルの徹底を行う必要があり、いつ事件
やトラブルに巻き込まれるか分からないため、家庭や地域と連携して取り組む必要がある。

　中間期よりも高い評価となっているが、学習内容が日常生活と結びついておらず、主体的な取
組として実感できていない生徒が一定数いる可能性があることが伺える。

学校の対応

　禁止事項の伝達だけでなく、正解のない事例検討を増やし、生徒の思考を活性化させていく。また、どのような状
態を「積極的に取り組んでいる」と見なすのか、その基準を生徒・保護者と事前に共有していきたい。

　生徒は８割以上が肯定しているが、保護者は８割を切っている。「早寝・早起き、朝ごはん」を個別に見ていくと、
「朝ごはん」の摂取率は100％に近いため、睡眠に関する生活習慣に課題があるものと思われる。

　生活習慣の改善に関しては、家庭生活に深くかかわることであるので、特に保護者の理解が必要だと考える。
「保健だより」だけでなく、各種通信等を通して啓発していくことで、改善への手立てとしたい。

　「夜遅くまでスマホを見ている」「朝起こすのに苦労している」といった、実態への厳しい評価が考えられる。生徒
との差は、生活習慣の「質」に対する評価基準が、親子で異なっていると考えられる。

　単に「早く寝よう」ではなく、ブルーライトが睡眠の質に与える影響や、学習効率との関係を科学
的に伝えたり、家庭のルールの徹底を図ったりしていきたい。

・情報モラル教育には、特に力を入れてもらいたい。
・概ね学校生活は充実していると感じるが、不登校生徒がいる事実がある。思春期の子供の心は特別なものなので、寄り添っていただける
と嬉しく思う。
・家庭学習も睡眠も質が大事だと思う。
・楽しく学校生活を送れている生徒が多いのはすばらしい。

前
期

・一人一台端末を使うことが増えているが、情報モラルに関して生徒がどれほどの意識を持っているのかを把握し、引き続き情報モラ
ルに関する学習を実施していく。
・今後も、生徒のちょっとした変化に迅速に対応できるようにアンテナを張り巡らせ、誰もが安心して学校生活を送ることができるよう
に努めていく。

後
期

・外部講師を招いた情報モラル講演会を開催し、生徒だけでなく保護者と共に情報リテラシーを高める機会を設けるようにする。
・スクールカウンセラーや町子ども支援センターなどの関係機関との連携を密にし、不登校傾向にある生徒やその家庭に対する組織的な支援体制を強化して
いく。
・「質の高い睡眠」が脳の成長や学習効率に与える影響について、保健だよりや学校保健委員会を通じて科学的な根拠に基づいた啓発を行っていく。

Ａ
新設問
・　生徒と向き合う時間が十分確保できている。
※　教職員の８割が肯定

　毎日の職員朝礼の実施を取りやめ、オンライン上での伝達・確認に変更したことなどが、学校全
体で「生徒と向き合う時間を生み出すための仕組み」として機能していると評価したと考えられる。

　現状の「時間の確保（量的側面）」を維持しつつ、今後は「向き合い方の質（質的側面）」を深める
方向へシフトすることが望ましい。

　すべての評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。定期的に行う教育相談だけでなく、生徒との普段の
会話や表情などから気になる場合は、声掛けや学担への連絡を早めに行っている。

　教職員・生徒はほぼ10割、保護者も９割近い肯定的な評価のためA評価とした。１割程度の保護者の中には、時
折登校を渋る生徒への心配や不安もあり、生徒との意識の違いが表れているものと思われる。

　今後も、日々の日記や生活アンケートを活用した生徒理解に努めることで生徒との信頼関係を
強化し、保護者とともに、全教職員で生徒指導に取り組んで行くことが大切であると考える。

　すべての評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。生徒も９割以上が肯定的な評価をしており、今後も教
職員、生徒、保護者との情報交換を密にし、生徒が安心して過ごせるように活動していく。

　授業前後の教員の交代するタイミングや、特別教室への移動などの場面でも、生徒たちから目を離す場面をで
きるだけ作らないように配慮・工夫し、生徒が安心して過ごせる環境を整えていく。

　教職員と生徒からは非常に高い肯定評価を得ているが、保護者からの肯定率は80%であった。
学校を休みがちな生徒や登校を渋る生徒への心配や不安があると思われる。

　高い肯定率との乖離は、学校と家庭での情報共有や認識に差異がある可能性を示しており、今
後、保護者とのコミュニケーション等を通じて背景をより深く把握する必要がある。

(6)　個別の支援や教育
相談の充実

　教職員と生徒の評価は中間期と比較して上がったが、保護者の中に「あゆみ」指導の体制づくり
など、信頼関係づくりに心配や不安を感じている方もおり、課題が残る。

　引き続き対応の迅速化と丁寧なコミュニケーションに努める必要がある。どの場面においても、
生徒たちだけになることがないように指導体制を整えていく。

　評価者の８割が肯定しているため、A評価とした。毎朝の職員打合せや、定期的に行う職員会、校内研修会など
で各生徒への理解を深め、今後もより良い対応ができるよう、組織として取り組んでいく。

　学校運営協議会や、すべての評価者の意見を真摯に受け止め、今後も保護者や地域の方々と
協力しながら、生徒の健全育成のために活動していく。

　職員会議での情報交換等で全教職員の共通理解のもと指導ができているが、中間期よりも数値
が下がったのは不登校生徒への指導の心配や不安があると考えられる。

　教職員からは、不登校生徒への細やかな対応が実践できているとの自己評価と共に、今後も定
期的な現状共有の必要性があるとのことからも、組織的な対応を継続する必要がある。



◇ 教職員10 Ａ 100% 33% 67% 0% 0%

生徒７ Ｂ 76% 25% 51% 24% 0%

◆ 保護者９ Ｂ 73% 7% 66% 20% 7%

◇ 教職員11 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒７ Ａ 93% 17% 76% 7% 0%

◆ 保護者９ Ｂ 67% 8% 59% 29% 4%

◇ 教職員11 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

生徒８ Ｂ 79% 49% 30% 18% 3%

◆

◇ 教職員12 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒８ Ａ 94% 44% 50% 6% 0%

◆

◇ 教職員12 Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

生徒９ Ａ 82% 49% 33% 11% 7%

◆ 保護者10 Ａ 86% 20% 66% 15% 0%

◇ 教職員13 Ａ 89% 33% 56% 11% 0%

生徒９ Ａ 90% 57% 33% 6% 4%

◆ 保護者10 Ａ 88% 14% 74% 12% 0%

◇ 教職員13 Ｂ 56% 0% 56% 44% 0%

生徒10 Ｂ 65% 30% 35% 25% 10%

◆ 保護者11 Ｂ 66% 10% 56% 29% 7%

◇ 教職員14 Ｃ 45% 0% 45% 44% 11%

生徒10 Ｂ 71% 19% 52% 26% 3%

◆ 保護者11 Ｂ 55% 18% 37% 33% 12%

◇ 教職員14 Ｂ 67% 0% 67% 33% 0%

生徒11 Ｂ 57% 25% 32% 33% 10%

◆

◇ 教職員15 Ｂ 78% 11% 67% 22% 0%

生徒11 Ｃ 41% 11% 30% 50% 9%

◆

◇ 教職員15 Ａ 89% 11% 78% 11% 0%

◆

◇ 教職員16 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

◆

Ａ

前
期

(3)　教育のデジタル化
の推進

・　コンピュータを活用し、個々に応じた学習に取り組む。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

(4)　家庭学習習慣の定
着

・　家庭学習１日90分（宿題や塾の時間も含む）の習慣が身に付いている。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

(6)　教職員の資質・教
科指導力の向上

・　資質や指導力を高めるために研修や自己研鑽に努める。
※　教職員の８割が肯定

学校運営協議会所見

(2)　問題解決的な学習
の充実

(1)  楽しく、わかる授業
の充実

三
　
確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上

・　楽しく、わかる授業に取り組む。
※　教職員・生徒・保護者の８割が肯定

(5)　図書館機能の活性
化

・　各教科等の学習や様々な活動の場面において、図書室の活用に努める。
※　教職員・生徒の８割が肯定

後
期

　図書室にある本の周知を行うほか、各教科で使用することができる図書を増やしていきたい。また、購入希望図
書についても随時募集したり、本の魅力を紹介したりして図書室の充実を図りたい。

　10月以降に司書支援非常勤講師が配属され図書室運営は変わったが、アンケートの質問内容
が「授業や様々な場面で図書室を使っているか」であるため、数値が低いままとなっている。

　ＩＣＴの利活用だけに目を向けるのではなく、活字から得ることの良さや良書に触れることの良さ
について理解を深めていく必要がある。

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

　家庭学習の習慣が身に付いていない生徒が少なからず存在する。また、各教科の宿題やそれぞれの学年で実
施している自主学習ノートなどを毎日提出できていない生徒もおり、学習意欲等について差があることが伺える。

　各定期テストへの計画的な取組や毎日の宿題や自主学習の取組の重要性が伝わるような工夫をしていきたい。
学習委員会からの啓発活動や各学年に応じた学習内容についての指導、個別指導を充実させていきたい。

　下校時刻が早くなったにもかかわらず、中間期と同じような取り組み方であったり、課題等の提出ができなかった
りする生徒に対して、教職員や保護者が心配や不安を抱いていることが伺える。

・　主体的・対話的で深い学びを意識した授業に取り組む。
※　教職員・生徒の８割が肯定

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

　教員は10割だが、生徒は８割を下回っている。教員は、ICTを積極的に活用したり、学習形態（ペ
ア・グループ）を工夫したりして、授業改善に取り組んでいる。

　生徒が授業が楽しいと感じることができ、さらにしっかりと理解できたと感じる授業を目指して、今後も授業改善
に努めることが必要である。しかし、楽しいことばかりの授業では、学習内容の定着は難しいと思われるので、そ
のバランスを大切にしていきたい。
　各教科担任が授業の工夫を講じているものの、各テストでの平均正答率が中間期よりも低下し
ている教科がある。その結果を受けて、全体の肯定率も下がっているものと考えられる。

　生徒の実態に応じたきめ細かな指導を継続して行う。また、既習内容が確実に身に付くように復
習の場をより多く設定し、積み残しがない状態で次学年につなげたい。

　全校で行うSDタイムや各教科での話合い活動を通して、主体的・対話的で深い学びを意識した
授業につながった。これらの取組から、自分なりの正解を導き出せる生徒が増えてきている。

　少人数集団の話合い活動では、自分の意見をしっかりと発表し合うことができるが、全体の場では積極的に発言
できない生徒が多いので、発表しやすい雰囲気づくりや積極的な態度を育成する工夫をしていきたい。

　各教科で「対話」を意識して授業展開してる。その結果、生徒の肯定率が中間期よりも高くなったのではないかと
考える。また、正解のない答えを生み出そうとする取組も結果につながったと考えられる。

　未だに、全体の場では積極的に発言できない生徒が多いのが課題である。安心して発言できる
風土づくりに取り組んだり、意識改革に取り組んだりしていきたい。

　教職員の10割、生徒の８割以上が肯定しているためA評価である。デジタル教科書やCANVA等、複数のツール
を活用したり、EILSやドリルパークを活用するなど、学習用端末を最大限に活用している。

　今後もＩＣＴ機器を有効活用していき、学習用端末の活用が、学力の向上や学習習慣の確立に
結び付くように工夫していきたい。

　教職員からは「生徒の学力差は大きくなるばかりで、個別の対応が必要になっている」という深
刻な懸念が示されており、一律の授業だけでは対応が困難になっている現状が伺える。

　教員の８割が肯定しているため、A評価とした。日々の研修に意欲的に励み、自己研鑽に努めて
いる。

　今後、校内研修において、一人一研究授業や初任者の研究授業等を通して、指導力の向上を
学校全体として取り組む必要がある。

　積極的な研修会への参加がよき学びの機会となっている。しかし、教材研究などの自己研修を
行う時間を適切に確保することが課題である。

　互いが実務を通じて指導していく方法や教職員間の対話を通じて自身が気付き、答えを見付け
ていく方法などを活用し、高め合うことができやすい風土づくりに努めていく。

　家庭でどのような学習（学習の仕方）をすれば学力を向上させることができるのか、教師がしっかり説明したい。
またICT機器を活用し、生徒が家庭学習を通して理解を深めることができる環境を提供したい。

　一人一台端末で調べものができるようになり、本を用いた調べ学習や本から情報を得る機会が
減少している。

　ICT機器の効果的な活用方法について、教員間で情報交換してレベルアップしたい。

Ｂ

Ｂ

・家庭学習の充実は、個人差もあり難しいと思う。何事もそうだが、「なぜ～するのか」の「なぜ」の根
拠となる部分をしっかりと自覚させることで「やらされる」から「やる」につながるのではないか。
・SD活動は、コミュニケーション能力の育成につながっていると思う。今後も継続してほしい。

学校の対応

前
期

・ある学年では、自主ノートを３冊用意して、他の生徒がどのような取組をしているのかを知るために、交換自主ノートとしている。自
分の番が来たら、前の人の取組についてコメントしたり、他の人のノートを参考にしたりして、自分なりに考えて取り組める工夫をして
いる。他の学年でも推奨していき、家庭学習の習慣化につなげていきたい。

家庭学習の習慣化は、親との関りが大切なのではないか。親が得た情報を学校と共有する仕組みがあるといいのでは。
・図書室の活用は、デジタル端末の発達とともに下降気味になるのは仕方ないが、紙の良さも生徒に伝えてほしい。
・デジタル端末を使うことが目的ではなく、どのようにしたら活用できるのか、どんな知識をえることができるのかを理解させてほし
い。

後
期

・学校便りや懇談会を通じて、学習習慣の定着における「親の声掛け」の好事例（環境づくりなど）を共有し、家庭でのサポートを後押しできるようにしていきた
い。
・生徒によるポップ作りや、紙の質感・レイアウトの良さを生かした図書展示を行い、五感を通じて書籍に触れる機会を増やしたい。
・端末を使うこと自体を目的化せず、「この課題を解決するためには、どのアプリや知識が必要か」を生徒自身が判断できるような探究活動の時間を設定した
い。



◇ 教職員16 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒12 Ｂ 74% 39% 35% 19% 7%

◆

◇ 教職員17 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒12 Ａ 97% 43% 54% 3% 0%

◆

◇ 教職員17 Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

生徒2,6,8 Ａ 91% 53% 38% 8% 1%

◆ 保護者12 Ａ 90% 12% 78% 10% 0%

地域６ Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

◇ 教職員18 Ａ 100% 11% 89% 0% 0%

生徒2,6,8 Ａ 96% 54% 42% 4% 0%

◆ 保護者12 Ａ 92% 24% 68% 6% 2%

地域６ Ａ 100% 65% 35% 0% 0%

◇ 教職員18 Ａ 100% 44% 56% 0% 0%

◆

◇ 教職員19 Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

◆

◇ 教職員19 Ａ 100% 22% 78% 0% 0%

生徒13 Ａ 95% 46% 49% 5% 0%

◆ 保護者13 Ａ 95% 24% 71% 5% 0%

地域７ Ａ 100% 56% 44% 0% 0%

◇ 教職員20 Ａ 89% 11% 78% 0% 11%

生徒13 Ａ 91% 57% 34% 9% 0%

◆ 保護者13 Ａ 92% 22% 70% 8% 0%

地域７ Ａ 100% 73% 27% 0% 0%

Ａ

Ａ

四
　
生
き
生
き
と
し
た
学
校
づ
く
り

(1)　自律性や自治的能
力の育成

・　生徒自身が方向性を決め、それをもとにみんなで協力して目標達成に努め
る。
※　教職員・生徒の８割が肯定

学校運営協議会所見

(4)　学校行事の内容の
精選

・　新しい変化に柔軟に対応し、学校行事の内容を精選するよう努める。
※　教職員・生徒・保護者・地域住民の８割が肯定

(2)　人権意識の醸成
・　いじめや差別を防ぎ、すべての教育活動において人権意識の高揚を図る。
※　教職員・生徒・保護者・地域住民の８割が肯定

(3)　働き方改革の推進
・　校務支援システム（愛サポ）やＩＣＴ等を活用し、業務の効率化に努める。
※　教職員の８割が肯定

前
期

後
期

　教職員は10割だが、生徒は８割をやや下回っているが全体的にはA評価とした。Sディスカッションや新入生を迎
える会、ブロック結団式等々、生徒が主体となって活動する機会はあったものの、全体的には短期間での取組が
多く、やや印象が薄いものとなってしまったことが課題として考えられる。

　後期には、運動会や文化祭など、学年の縦割り集団を中心に３年生がリーダーとなって企画・運営する場面も多
くなり、それぞれの学年の役割や団結する意識を高めることでよりよい集団になると考える。そのためには、教職
員が生徒一人ひとりを見守り支援していく体制づくりも必要であると考える。

　運動会や文化祭に3年生がリーダーとなって企画立案することが多くあり、生徒会役員を中心に
自分たちの手で作り上げた行事にすることができた。また、学年縦割り班活動において、生徒相互
がより良い集団になろうとした結果が高評価につながったと考えられる。

Ａ

Ａ

Ａ

　引き続き、いじめにつながることは、毅然とした態度で対応していく。また計画的に人権学習を行
うとともに、人権だより等を通じて人権意識の高揚に努めていく。

　業務の効率化を図りながら、教育活動の質を維持・向上させる取り組みができているため、中間
期に続き高評価となった。オンライン上でもICT支援員から情報提供されるので効率化が進んでい
る。

　二-（６）同様、業務を改善していくことで生徒と関わる時間の確保ができている。ただし、愛サポ
とオンライン上でつながりにくいこともあったので、町全体での改善策を整えてほしいと思う。

　行事内容の精選については、全体的にも10割に近い高評価を得ている。具体的な内容の変革はないが、検討段
階から学校運営協議会や生徒総会等に提案として投げかけることによって、公開性が保たれていることが高評価
につながっていると考えている。

　今後も、学校運営協議会や関係諸機関、並びに生徒会等々、よりよい学校行事の取組に向け
て、その都度協議を重ねながら、より効果的な学校行事の運営を心がけていく。

　合同運動会と文化祭を比べると、生徒自身の企画・運営の機会の差が生じていることが中間期
よりも肯定率が低くなった原因ではないかと推測される。小中合同運動会のため、難しいところで
はある。

　生徒が主役となる学校行事や自治活動は、本校の大きな特色であり、学校全体の活力の源泉
となっていると言える。今後も「共に生き合う」の教育目標のように、地域社会全体で学校運営に
取り組んでいきたい。

・組織として団結してしているかどうかは、教職員の姿形で生徒たちに示していくべきだと思う。その
姿勢を見て真似していくと思う。
・運動会の時期が、いつも台風だったり、悪天候なので、時期を再検討してはどうだろうか。

学校の対応

前
期

・生徒総会で提案された校則の変更については、生徒会が中心となって建設的に意見を集約し、校則検討委員会
で話し合った結果、変更を認めることとなった。このこと自体が自治的能力なのだと生徒たちに理解させていきた
い。
・学校行事の精選については、それぞれの目的を見失わないように進めることが大切だと思う。その上で業務負担
の軽減が図れる方法を見いだせていければと考える。

・生徒会がしっかりと順序をふんでより良い学校生活にしていこうと、行動を起こして実現している成功体験は、これからの人生に必ずプラス
になると思う。
・ブロック活動は、学年の壁をなくすすばらしい取組だと思うが、学年対抗の行事や企画があると、横のつながりがより深まるので、機会が
あってもいいのではないか。また、先生方にも参加してほしい。
・今年度の各学校行事への参観者や来校者の数が増えている。とてもいいこと。
・いじめの動画拡散などが連日報道されている。人権教育が大切だと感じている。

後
期

・今後も、生徒が「自分たちの手で学校を変えた」という実感を持てるよう、プロセスを重視した支援を行っていきたい。
・ブロック活動の良さを活かしつつ、同じ時間を共有する学年内の結束力を高める機会（体育的活動や文化的活動）を増やしていきたい。
・学校ホームページ等を活用し、日々の活動や行事の様子を地域・保護者の方々にスピーディーに共有していきたい。
・SNS等のトラブルを「自分事」として捉え、相手を思いやる想像力を養う教育を強化していきたい。

　文化祭と校区別人権・同和教育懇談会を同日開催したことについて、「内容がより充実していた」
との評価があり、行事の工夫が教育効果を高めていると言える。

　全体的には好結果だが、一部の生徒には人権意識が希薄だったり、いじめ問題に発展してもお
かしくない言動をしたりするのも事実であるため、継続して人権意識の高揚に努めていく。

　すべての教職員が肯定しているため、A評価とした。愛サポの掲示板の活用や成績処理等で、
連絡や情報交換において効率化が進んでいる。また、ICTを活用した授業改善やテストの実施も
進んでいると実感している。

　今年度初めから「一中ひろば」と称する学校独自の電子掲示板を活用して、少しでも生徒に関わ
る時間を増やしたり、会議式の伝達手段を削減したりする取組を行っている。このまま継続して行
い、教職員の負担軽減へとつなげていきたい。

Ａ

Ａ

Ａ

　生徒の主体性を尊重してきてすばらしい生徒集団に成長しつつあるが、教職員からは「1年生の
規範意識が低いのが気になる」という今後の指導に向けた課題も明確になった。

　すべての教職員及び保護者・生徒の９割が肯定しているのでA評価とした。しかし、特定の生徒
の人権意識の低い言動が見られることがある。


